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目的：EBウイルス（EBV）関連腫瘍である上
咽頭癌が上皮性であることから、培養上皮細胞へ
のEBV感染を試みた。
材料と方法＝EBV感染の方法はEBV産生細胞
と上皮細胞の混合培養によった。EBV産生細胞
はリンパ芽球株P3HR－1細胞とB95－8細
胞を、上皮細胞はヒト羊膜由来FL細胞とヒト子
宮頸癌由来HeLa細胞と正常ヒト気管支上皮細
胞を用いた。EBV産生細胞は5～10％ウイル
スカプシド抗原陽性であった。EBVの検出は、
EBV抗体陽性ヒト血清を用いる蛍光抗体法によっ
た。上皮細胞は単層培養における細胞形態と抗ヒ
ト上皮細胞膜抗原E29マウスモノクローナル抗
体によって検討した。
結果：EBV産生細胞と上皮細胞の混合培養を行っ
た結果、24時間後に上皮細胞の核内にEBV特
異的抗原が認められ、時間とともに著明に増加し
た。抗原はEBV抗体陽性血清によって検出され
陰性血清によって検出されなかった。核内局在性
とEBV特異性からEBV核内抗原（EBNA）
と思われる。こうしたEBNA陽性細胞はガラス
面に多形状に付着して存在し、抗ヒト上皮細胞膜
抗体染色が陽性であった。EBV非産生Raji
細胞との混合培養の場合は、このようなEBV特
異的抗原および上皮細胞膜抗原陽性の細胞は検出
されなかった。用いた上皮細胞はEBVレセプタ
ー（CD21，　CR2）陰性で、無細胞ウイルス
液による感染は認められなかった。
考察：上皮細胞へのEBV感染は、　EBVレセプ
ター陰性の上皮細胞に対して　cell　to　cell
infect　ion　によって起こると思われる。
【目的】LD78（MIP－1α）は単球・CD8＋Tリン
パ球より放出されるcytokineであり、HIVに対
し抑制効果を示すことで最近注目されている。
我々は、HIV－1感染症の病態の進行とこの
cytokineの動態との関連について検討を行なっ
た。
【対象・方法】HIV－1感染症90例（AC：49名、
ARC：11名、　AIDS：30名）と健常人25例を対象
とした。serumは分離後、一20。Cにて保存後、
LD78を測定した。また、末梢血よりPBMCを
分離し、RPMI－1640培養液にて48時間まで培
養i後（2×105cells／well）、その上清を一　80。Cにて
保存、serumとともにELISA法にてLD78量の
測定を行なった。
【結果】今回測定したLD78量は、　serumでは、
測定感度以上（＞100P9！ml）は、　HIV－1感染症
9例（AC：3名、　ARC：1名、　AIDS：5名）のみ、
健常人では総て感度以下と検討するに有意な結果
は得られなかった。PBMC24時間、48時間培養
後の上清液では、HIV－1感染症22例（AC：12
名、ARC：3名、　AIDS：7名）、健常人では8例で
検出され、それぞれの平均値を用い比較・検討し
た。HIV・1感染症において、その病態が進行し
ているほど検出されるLD78量は少なく、また、
CD4＋Tリンパ回数とLD78量に正の相関を認め
た。
【考察】HIV－1感染症において、　CD4＋Tリンパ
球数減少及びその病態の進行にLD78量の変動
が関与していることが示唆された。
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